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[
{

"SiteId": 999999,
"Lookups": [

{
"From": "ClassA",
"To": "ClassB",
"Type": 0

},
{

"From": "DescriptionB",
"To": "DescriptionA",
"Type": 0

},
{

"From": "DateA",
"To": "DateA",
"Type": 0

}
]

}
]

機能ガイド：ルックアップ機能の概要

親テーブルを参照

親テーブル

子テーブル

分類A(リンク項目)詳細設定

選択肢一覧にJSON形式で記載

子テーブルで「従業員」を選択すると親テーブルから
「ふりがな」「性別」「生年月日」を自動で転記

親テーブルのサイトID

親テーブルの項目(参照)
子テーブルの項目(転記)
種別(0:値/1:表示名)

ユーザマニュアル：ルックアップ

項目名とデータベース上のカラム名の対応

分類AはClassA、説明AはDescriptionAなど
From、Toには対象項目をカラム名で指定します。
どの項目が該当するかは、エディタの詳細設定で
左図①の部分を確認してください。

①

選択肢一覧：フィルタ、ソート、表示フォーマット

参照先・転記先項目の指定

HINT! ‒ 選択肢のフィルタと並び替え

分類項目の選択肢にJSON形式で記述する場合、
ルックアップ以外にも、選択肢のフィルタリング、
並び替えも合わせて処理することができます。
上記のコードに左記コードを追加すると、DateA
(生年月日)で昇順ソートします。

"SiteId": 999999,
"View": {

"ColumnSorterHash": {
”DateA": "asc"
}

},
"Lookups": [

上
に
追
記

親を参照する分類Aの選択肢一覧に記載するJSON例 対応バージョン
・NET Core版 1.1.27 以降
・NET Framework版 0.50.251 以降

マニュアルのサンプルコードをコピペして
項目を変更すればすぐに使える！

ユーザマニュアル：項目の詳細設定：自動ポストバック
「自動ポストバック」機能を有効にすると便利です。

https://pleasanter.org/manual/table-editor-lookup
https://pleasanter.org/manual/dev-column-name
https://pleasanter.org/manual/table-management-auto-postback
https://pleasanter.org/manual/table-editor-choice-json

